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六
月
か
ら
国
鉄
運
賃
、

電
話
、
電
報
、
そ
の
他
授

業
料
、
医
療
費
等
大
幅
値

上
げ
が
予
定
さ
れ
、
貯
金

ほ
目
誠
り
す
る
一
方
で

す
。
働
ら
く
人
々
は
残
業

を
規
制
さ
れ
、
不
泊
が
遁

打
ち
を
か
け
、
い
つ
首
を

切
ら
れ
る
か
不
安
な
状
態

で
す
。
ま
し
て
パ

l
ト
と

い
う
主
婦
は
、
赤
字
の
家

計
を
背
負
い
四
苦
八
苦
の

毎
日
で
す
。
で
も
時
は
過

ぎ
て
い
き
、
子
供
ら
は
成

長
し
て
い
き
ま
す
。
明
日

を
築
く
と
の
芽
生
え
を
唯

一
の
楽
し
み
に
今
日
も
働

ち
き
に
出
か
け
ま
す
。
値

上
げ
を
阻
止
し
回
目
へ
の

希
望
を
つ
な
い
で
:
:

収¥
入

木
紙
は
女
性
、

全
国
婦
人
新
聞
回
覧
表

t書事85円

に
よ
る
平
和
と

夫
婦
の
「
財
産
制
」
ぞ

平
等
そ
推
進
し

考
之
る
討
論
会

ま
す

時
間
務
省
中
由
憶
に
よ
る
財
人
の
一
法
的
地

位
の
向
上
と
「
財
産
制
」
由
化
考
え
る
討

論
会
が
三
月
十
二
日
東
京
の
朝
日
潟
蛍

で
間
聞
か
れ
ま
し
た
。

テ
!
?
は
「
安
の
治
的
地
位
!
現
行

民
法
の
夫
婦
別
箆
鮒
を
ど
う
考
え
る

か」

・
パ
永
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

形
式
で
、
パ
永
一
フ
l
〈
討
列
者
〉
は
向
間

体
一
郎
、
後
繭
子
、
都
留
ほ
人
、
演
出
州

め
い
、
渡
辺
道
子
の
五
民
。
司
会
の
島

内
氏
か
ら
「
財
座
制
」
に
つ
い
て
枇
界

各
国
の
例
の
紹
介
が
あ
り
、
日
本
は
別

産
制
を
採
用
し
て
い
る
と
の
悦
闘
が
あ

り
、
パ
永
一
フ
I
の
各
氏
は
俊
氏
「
内
助

の
功
を
ど
う
み
る
か
が
問
題
で
女
性
が

不
担
盤
に
な
ら
ね
よ
う
逃
斜
は
自
由
で

あ
る
べ
き
だ
」

都
留
氏
「
共
有
制
を
長
持
す
る
。
寄

与
の
問
題
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
申
弘
前
世
、
出

産
・
育
児
な
ど
母
伎
の
仕
事
の
価
値
が

低
い
と
さ
れ
て
い
る
」

実
涌
民
「
共
有
制
は
今
後
の
あ
り
方

と
し
て
、
積
鋭
的
だ
と
思
う
が
、
別
産

制
は
泌
い
の
か
?、
男
女
は
平
均
の
働

〈
機
会
が
持
つ
べ
き
で
あ
る
」

搾
辺
氏
「
共
有
制
に
は
問
胞
が
あ

る
。
い
か
に
い
で
夫
掛
川
の
政
立
を
供
っ

か
別
箆
制
を
纂
礎
に
し
ず
~
共
有
制
の
長

所
を
加
味
し
て
い
く
べ
き
叫
に

会
渇
て
集
ま
っ
た
婦
人
た
ち
も
体
験

に
基
づ
い
た
切
実
な
訴
え
を
し
、
と
り

く
ま
ね
ば
な
ら
な
い
必
嬰
性
と
、
同
鋭

さ
も
浮
き
彫
り
に
さ
れ
ま
し
た
.

六万、
j
t

七
万
支
出
十
万
円

え
方
で
攻
噂
さ
れ
、
職
場
を
追
わ
れ
た

婦
人
が
再
び
同
じ
考
え
方
の
上
に
立
つ

白て
、
家
庭
賀
任
李
レ
よ
い
ζ
ん
だ
ま
ま

一
夫
よ
り
少
し
お
〈
れ
て
出
動
し
、
砂
し

ら
一
早
〈
帰
れ
る
パ
ー
ト
と
い
う
形
で
ひ
き

制
一
出
さ
れ
て
い
モ
九

れ
一
昭
和
同
十
年
代
に
急
激
に
ふ
え
、
財

ほ
一
人
道
若
一
一
一
斗
%
を
臨
時
と
パ

1
ト

親
一
が
占
め
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
パ

l

杭
一
ト
は
労
働
力
不
足
率

2
同
時
に
、

ん

一
新
ら
し
い
低
賃
金
問
と
し
ず
議
働
市
場

同一

の
中
長
官
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
昭

ぽ
一
和
四
十
九
年
八
月
よ
り
五
十
年
二
月
ま

岬一

で
に
は
護
軍
部
撃
霞
上
が
パ

1

1
一
ト
を
減
ら
じ
、
現
盗
パ
l
ト
の
失
業
官

竺
は
百
万
人
を
飼
え
て
苦
手
。

ン一

そ
乙
で
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
の
が
家
庭

守

一

婦

人

が

誌

に

つ

ぐ

場

合

、

霊

的

に

九

ジ

般
の
問
的
は
言
言

竺

毒

事

は

、

誌

と

、

議

の

附

町

一

一

勝

一

で
あ
る
。
交
通
公
主

「
一
に
お
け
る
労
働
者
と
し
て
の
自
宅

-t
r・-一

符
な
っ
た
磁
器
ア
ン

一

一
ニ
-
一
一
ケ
l
ト
に
よ
れ
ば
「
自

一

ず

。

「

自

ら

の

力

で

労

使

対

等

の

労

働

一

ぃ

、一

一
カ
の
雪
な
費
を
可
能
に
す
る
」

一
げ
一

然
に
ふ
れ
る
た
め
」
と

一

自
分
自
身
の
人
撃
雪
、
社
会
的
一
婦
人
参
政
権
行
箆
一
一
十
周
年
記
念
火
富
人
参
政
権
接
治
に
ど
の
よ
う
一
し
輩
、
の
毎
高
実
施
に
う
っ
す

ニ

婦

一

い
う
の
が
}
雲
か
っ

乙
の
時
ほ
ど
社
員
と
の
霊
感
じ
た
乙
一
種
を
高
め
る
た
め
の
た
た
か
い
に
も
一
会
実
行
委
員
会
ハ
お
員
長
市
川
房
な
揺
を
あ
た
え
た
か
一
初
年
度
で
す
。
一

に

し

老
う
で
あ
る
。

と
は
あ
b
ま

せ

ん

で

し

た

」

一

議

化

の

可

壊

さ

ζ
か
ら
生
れ
る
一
き
で
は
、
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
他
大
会
②
政
治
へ
の
票
力
主
の
よ
定
一
「
婦
人
の
一
禁
政
治
薬
え
る
」
一
定
奇
テ
レ
ビ
も
新
聞
も
毎
日
の

「
子
供
を
保
苔
所
へ
飢
け
て
、
パ
イ
一
で
し
ょ
三

一要
望
も
ま
と
め
、
同

月

十

日

の

大

会

の

強

め

る

か

‘

一
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
再
び
一
よ
う
に
。
桜
前
線
を
任
ヘ
各
地
の
桜

パ
イ
と
い
っ
玉
喜
振
る
時
が
一
幕
一
読
に
つ
い
て
の
鮒
人
の
奥
義
一
成
功
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

φ
議
の
採
択

一
亙
に
会
し
一
一
一
十
年
の
室
主
主
一
貫
と
ゑ
じ
ら
せ
て
い
る
。
留
の

し

い

手

ね

」

一

め

る

点

で

、
臼
情
的
に
ぎ
、
行
動
し
一
〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

@
削
会
あ
い
さ
つ

一
号

、
姉
人
の
政
治
へ
の
撃
力
喜
一
桜
の
下
、
コ
1
ト
も
プ
1
之
脱
い
で

「
せ
め
て
五
年
以
上
鈎
め
た
人
に
は
一
て
い
る
史
認
は
こ
う
い

2
2一
・
開
会
あ
い
さ

一
O
大
会
終
了
後
、
デ
モ
行
滋

一
ら
に
つ
よ
め
る
た
め
に
、
ζ
突
喜
一
戦
や
か
な
ド
レ
ス
で
は
ね
ま
わ
り
た
い

ボ
ー
ナ
ス
と
か
定
期
舛
給
与
、
事
に
も
そ
の
カ
雰
請
を
期
待
さ
れ
て
一

系

人
護
警
警
十
何
年
ぞ
か
一
昭
和
二
十
一
年
阿
月
十
日
、
果
の
一
成
功
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
一
意
に
か
ら
れ
る
。
水
は
ぬ
る
み
、
小

諸
ぐ
ら
い
は
欲
し
い
で
ず
ね
」
一
い
ま
す
。

一

え

り
み
て
(
基
調
翌
日
〉

一
知
人
は
、
は
じ
め
て
護
襲
回
選
挙
一
そ
い
あ
わ
せ
て
と
参
加
く
だ
さ
い
。
一
定
者
義
歎
ず
る
。

不
況
に
よ
る
雇
用
減
、
無
事
の
掃
一
中
高
年
主
婦
の
職
業
製
の
ポ
イ
ジ

一

突

事

室

市

川

房

枝

一
量
産
葬
使
し
ま
し
た
。

ζ
の
日

一

時
肉
月
十
臼
午
後
一
時
一
ふ
と
、
谷
川
の
せ
せ
-
与
の
間
三

人
パ
!
ト
の
社
会
地
位
の
も
ろ
さ
が
よ
一

ト
は
(
な
ん
ら
か
の
技
純
習
得
よ
b
一

φ
五
政
党
代
表
あ
い
さ
つ

一婦
人
た
ち
は
、
男
子
と
同
等
に
閏
の
主

一

所

積

京

神

田
、
共
事
桂
一

一
る
山
あ
い
の
組
問
蓄
に
行
き
た
い
、
占

く
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
も
)
血
相
官
、
義
務
の
自
党
書
一

・
議

婦

人

護

雪

考

え

る

・

E
者
に
な
っ
た
事
ぴ
高
に
、
あ
た
ら
一
千
代
田
氏
一
挙
了
三
い
雪
見
に
行
き
た
い
と
思
う
の
も
自

室

、
売
は
女
の
去
職
と
い
う
乏

一

O
問
題
意

一し
い
日
本
へ
の
霊
竺
詰
托
し
た

一

!
-
電
話
)
O一
ニ
(
三
然
を
き
か
し
む
都
会
人
の
還
で
あ

1
1
1
1
1
1
1
1
17
1
1
1
1
1
1
1
1

一

の

で

し

ち

一

穴

こ

ぎ

一

一

一

六

一

ろ

コ

一

し
か
し
な
が
b
、
=
一
十
年
た
っ
た
今

一

部
符
地
下
鉄
六
号
線
一
お
い
し
い
も
の
を
食
ぺ
に
口
い
き
た

〈

資

格

を

と

ろ

う

〉

一

品

川

締

結

諒

一

室

刊

誌

量

一面

下

夜

間

短

詩

一粧
の

室
、
議
へ
の
活
な
ど
〉
の

一

年
記
念
火
薬
芸
員
会
一
が
、
毎
日
の
き
ま
り
き
っ
た
生
活
の
中

国
吋
岡
主

L
L
弘
巳
弘
人

b
C
L
-
っ

こ

一

々
も
十
分
に
は
議
さ
れ
て
い
ま
せ

一

票
所
東
京
都
喜
代
々
木
二
一
可
芸
品
ら
な
く
「
ど
こ
か
へ
行
き
た

説

明

王

貨

が

を

と

ア

一

ん

昨

年

の

開

票

キ

に

お

い

て

メ

一

軒

下

一

認

一

託

部

長

話

i

‘

.

，

.

，
一
キ
シ
コ
大
会
で
採
択
さ
れ
た
「
襲
行
一

3

0

0八
O

一
に
ふ
れ
れ
ば
、
速
く
へ
行
け
ば
自
室

-
E
E

・E・
-

‘

a

，，、
I

・，
F

園

田

開

h
r
i

甲

子

さ

化

(

神

戸
)
一
動
計
悶
」
や
白
木
の
民
間
婦
人
思
が
一
記
念
大
薬
事
員
会
組
思
は
一
と
り
も
ど
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
や
す

持

E
Y

田
こ

-

J

i
--¥
一
一
定
会
し
た
国
詩
人
年
日
英
会
一
三
月
十
一
日
現
在
四
工
命
体
と
な
一
ら
重
み
つ
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

A

一
「
つ
く
づ
く
技
術
も
資
絡
も
な
い
の
一
の
決
議
も
、
婦
人
の
政
治
参
加
を
つ
よ
一
り
ま
し
た
.
一

v

綴
瀦
綴
議

J
…
J

十
議
離
鞍
jai-J1MviJ-q
一
が
情
け
な
か
っ
た
」
と
い
え
が
、
そ
一
め
る
と
と
を
つ
た
っ
て
い
ま
す
@
と
と
一
一
旅
に
は
人
を
解
放
す
る
何
か
が
あ

綴
緩
綴
織
~
い

IL--Jj
議
選
S富
島

職

醐

一ζ
で
あ
き
ら
め
な
か
っ
た
の
が
中
川
さ

一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一
る
。
品
喜
た
ず
に
出
張
が
、
目

護

摩

正

し
い
仁
に
ん
一
ケ

髄

一

ん
の
仰
い
と
こ
ろ
。

長

μ
H
H
5し
諸

国

一
に
は
見
え
な
い
奇
襲
名
人

5

j
L
F睡
・
・
・
薗
盟
国
国
際
ぜ
そ
た

1711FJJi護
軍

極

盟

一

一

4

1

E

S

C

P
守
口
E
1
1
1
一

一

え
て
い
る
乙
と
が
多
U

説得
輔
副
圏
襲
J
P二
週

一

学
校
点
て
い
る
の

2
2
T
Y
-
-
/証明
E
了
で
も
、
仔
け
な
い
き
た
い
て
い

離
響
調
閥

2
u一年Z
F
Z
u
h
u話
一
関
心
底
、
米
国
民
一
の人はきりめ

j
。思

議
離
L
L
Z
m
mプ

大
会
ス

ロ
ー
ガ
ユ/

か婦
人
の

棄
が
政
治
を
変
え
る
。

婦
人
悲
政
権
行
使
三
十
周
年
記
念
大
会

貯
金
も
底
を
つ
く

=女子パート=

希
望
は
子
供
の
成
長

時
間
給
三
百
五
十
円
1
四
百
円
・
一
な
ど
の
部
作
業
と
な
っ
て
お
り
ま
す
・

と
れ
は
一
部
上
場
の
印
刷
ム
荘
が
一
三
そ
ζ
で
乙
史
荘
に
五
年
以
上
パ
l
ト

月
三
十
七
日
の
新
聞
に
折
り
こ
ん
だ
努
一
と
し
て
働
ら
い
て
い
る
二
十
人
の
主
鮒

娯
の
チ
ラ
シ
で
ず
。
八
時
間
働
ら
い
で
一
に
絡
を
聞
き
ま
し
た
。

一
ヶ
月
六
万
一
手
円
、
六
時
間
で
す
と

一
「
東
上
級
莱
駅
か
ら
ム
在
の
マ
イ

四
万
八
千
一
一
一
一
白
円
。
仕
事
の
内
容
は
印
一
ク
ロ
パ
ス
で
約
十
分
か
か
り
ま
す
の
で

刷
物
の
検
資
、
加
工
、
包
装
、
氏
名
刷
一
八
時
単
位
は
家
を
出
な
け
れ
ば
な
り
ま

r今月は宇貨がかさむのτ..~二づかい iよちょっと--' ¥¥  

" 3財是してもらって・勺主、収支を合わせるのは、

家計をタシ算・ヒキ算で処理するやり方です.

これtlま別に「芸~tの中にこづカやが占める割合」を

(夫のこづかい÷今月の支出合計Xl00=

Emfltl罰・皆様の⑥というふうに、カケ;a ・ワリ'ff-てはピき出 Lて'...I ~--

セント(%)式家計のパランスを判断するこ色色

犬切ですね。

家計を
カケ算・ワリ算て、
考える。 このやり方だと、わが家なりのバランスもわかり、

予算をたてるときの参考にもなりますL

時丘は、電子:J tU~ンをお使いのご家庭も多いよヨ

て、すカミカケ算・ワリ算ボタンも伎いこなしましょう。



オ帯 f、]f，斤陸軍1壬主r

よ
』
は
ん
輯
食
を
唱
え
よ
う
H

問
月
か
ら
宇
桂
給
食
に
止
が
と
り
入
れ
・りれ

る
曹
に
な
っ
有
「
亭
り
、
む
は
ん
い
い
じ
キ
あ
な
い
」
主
あ
る
聞
は
許
制

に
時
五
会
絞
き
た
て
の
と
は
ん
を
H
r
h
Rべ
て
か
そ
う
い
う
白
金
口
』

τ

ろ
い
ろ
柑
が
、
干

P
E「
出
る
の
は
い
つ
の
日
か
.
と
い
う
の
も
E
自
己
は

ん
拍
貴
子
ど
も
の
た
め
に
拍
め
る
の
司
、
は
な
い
の
だ
.
ド
ヘ
人
の
都
合
l
畠

容
の
米
の
は
は
日
y
与
国
千
三
百
万
人
の
雪
国
、
担
誕
の
円
揖
!
と
い
う
以

て
き
ま
っ
た
乙
と
.
己
れ
に
円
を
つ
け
た
作
業
が
早
く
も
「
ス
h
yl

ル・

-Zン
チ

-E
は
ん
シ
D
1」
な
る
名
を
つ
げ
て
、
レ
ト
ル
ト
企
品
目
抱
月
山

に
み
帽
誌
と
い
っ
己
と
も
起
っ
て
き
ち
と
ん
な
背
景
の
申
か
ら
一
体
地

眠
柏
世
ほ
ど
ワ
な
る
の
か
、
型
地
の
車
づ
げ
は
と
、
い
う
己
と
で
間
届
点

を
ろ
え
合
指

-2、
室
晶
「
パ
ッ
ク
人
り
崎
貴
を
が
一
6
6し
、
米
肱
化
問

唖
を
行
え
る
金
」
が
前
円
。
有
轟
町
の
吋
賞
品
u
セ
ン
タ
ー
で
閣
か
れ
九

理
剖
白
川
膏
議
問
止
は
協
力
苦

崎
弔
剛
開
帳
林
郁
が
幅
内
撚
党
閣
帰
省

に
配
創
刊
し
て
い
る
「
さ
い
た
ま
水
昨
だ

よ
D
」
=
今
月
持
は
、
「
幅
削
公
害
由
せ
A
V

け
ん
を
児
'
臥
そ
う
」
と
呼
び
か
け
て
い

る
@
誕
の
な
い
県
白
た
由
、
間
車
と
い

え
ば
川
だ
け
が
た
よ
り
だ
が
、
車
問
近
目

立
つ
の
が
合
成
時
剤
に
よ
る
出
n
A
I

そ

E
4
1
開
質
討
だ
け
に
一
ま
か
せ
子
、
ぜ

吟
け
ん
型
耐
を
呼
び
か
け
な
て
主
主
'

消
圏
モ
=
タ
1
事
曜
は
け
慣
S
u

神
病
川
曙
貴
ゐ
岡
市
が
五
一
年
盟
、
荊

費
計
モ
ニ
タ
ー
哩
軒
唱
し
て
い
ま
す
.

市
の
ア
Y
ケ
1
ト
且
作
に
持
へ
間
賞

中
桶
に
つ
い
て
意
見
を
白
べ
る
白
剤
仕

事
.
世
格
は
市
内
在
開
田
コ
+
オ
以
上

の
中
嗣
.
諦
め
凶
り
は
阿
月
三
十
四
固

ま
で
、
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
ぜ
は
禍

賀
県
活
高
ま
で
.

に
尉
脅
に
協
力
す
る
た
P
掠
宜
野
力
一
国
語
重
量
一
一
千
抽
刊
を
世
じ
、
泊
一
山
町
叫
岡
山

m
Zい
白
菜

2
Xて
的

円い
d

鑑
定
な
る
、
と
自
信
わ
高
由
一
思
議
欄
問
主
号
室
喜
る
一
に
育
て
て
ふ
や
す
「
つ
く
る
」
閥
系
な

泊
日
出
主
を
も
っ
と
踏
ん
に
す
る
こ
と
一
肝
岨
え
己
れ
に
よ
っ
て
現
在
ご
百
五
一
ど
己
つ
し
た
方
向
ゆ
伺
ば
す
E
と
に
よ

と
、
問
貴
闘
を
高
度
に
所
用
ず
る
E
と
一
十
万
J
白
木
掛
げ
を
一
一
一
百
五
十
万
J
に
一
手
長
話
に
の
日
る
相
恕
芸
に
な
b

手
。
的
日
開
業
主
揮
す
る
た
め
に
一
増
や
す
と
い
主
の
子
.
抽
障
に
は
一
白
ょ
っ
弼
め
る
と
の
己
と
手
.

訳
出
庁
は
瓦
十
}
年
師
、
か
ら
七
か
年
』
-
h
m
イ
、
エ
ピ
、
ヒ
フ
〆
、
イ
カ
な
ど
白

い
う
の
が
守
勺
全
国
モ
惇
J
一一一

万
世
が
柏
虫
色
宅
盟
加
し
て
い
る
〉

〈μ
埼
白
時
制
た
ち
は
「
生
っ
た
お
4
1

を
晶
化
し
亨
え
す
れ
ば
よ
い
と
い
っ
、

子
P
Zた
ち
へ
の
あ
ま
D
に
払
種
情
。

な
い
や
り
元
だ
」
と
示
摘
砂
-
訴
え
る
.

お
い
し
〈
賢
母
立
哨
A
H
を
し
T
P』

"
f
、
学
位
荷
量
法
的
目
揮
に
あ
る
童
曹

に
つ
い
て
の
凡
し
い
期
解
と
、
唱
U

ま
し

い
門
慣
も
食
え
る
の
可
h
M
な
い
vrφ
フ

、.. 

物

μ
円
下
、
山
本
匝
柏
宣
の
担
hm
は
、
前
動

的
な
の
官
民
相
が
肝
心
.

干
P
Eた
ち
の
た
め
に
、
本
引
に
昆

い
桔
食
炉
実
山
噂
さ
れ
る
ま
で
副
盤
石
-
っ

と
、
金
田
園
世
に
科
県
市
町
村
白
教
脅

長
岡
会
へ
の
申
し
え
れ
9
互
の
よ
γ

つに

事

u
t
.
0誌
は

白

裳

敏

幸

る
乙
と
冶

O
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
閣
の
匝
用

を
出
向
ず
る
E
と
.
0ア
ル
フ
ァ
化
米
は

他
わ
な
い

ιと
・
O
レ
ト
ル
ト
パ
ヅ
ク

4
4
E
は
地
わ
広
い
己
と

.
o
m料
品
荒
は

R
新
の
民
置
の
も
の
を
配
う
E
と
.
O

ピ
h

昔、

y
引
な
ど
品
加
物
を
間
わ
な
い

己
と
勾
A
.

(2  ) 

わ
を
し
た
ち
の
高
か
ら

m
m撃
で

E

!
も
し
-
町
れ
由
晴
品
川
が
半
分
に
な
っ
た
争

品川沖憎か
D
で
は
あ
b
ま
せ
ん
1
1ケ
ソ
ロ
ダ
ラ
を
加

ヱ
し
た
力
マ
ポ
コ
な
P
志
老
の

-
2な
す
.
A
F
J
一
品

ー
ヨ
ー
ク
で
聞
か
れ
て
い
る
市
三
町
国
軍
海
岸

A2

で

7
Hカ
イ
0
白
一
同
前
広
壇
品
川
記
が
世
再
の
ι+
へ品"を

情
報

神
奈
川
学
校
給
食
を
考
え
る
連
絡
会

f木沼田〉

ご
は
ん
給
食
を
考
え
よ
う

昭和5ユ隼3月 25日

浅

輪

い

つ

子

経
済
水
域
設
定
ほ
ぼ
確
実

漁
業
国
日
本
ほ
締
め
出
し
?

第
三
次
国
連
海
洋
会
議

席
上
、
司
一
部
官
、
量
林
省
聞
か
ら
は
一
世
、
実
施
方
式
は
択
の
=
一
通
り
由
自
校

最
何
は
謁
河
型
、
器
提
択
は
憲
一
華
也
担
袋
恒
也
ア
ル
フ
ァ
化
地
点

(
前
い
た
E
は
ん
が
乾
蝿
し
た
も
白
)

世
巧
パ
ッ
ク
入
り
H
来
車
・
レ
ト
ル

ト
世
品
は
併
去
し
〈
な
い
.
E
-
一同の

宝
施
ぞ
た
て
ま
え
と
す
る
己
と
.

己
れ
に
対
し
自
拍
封
か
ら
は
、
調
備

も
人
手
も
牛
車
い
状
加
で
、
己
の
ト
X
車

交
手
超
安
聞
と
な
旬
、
と
て

も
笠
け
人
れ
ら
れ
な
い
と
の
盟
見
が
出

さ
れ
九
ま
た
、
世
箆
士
、
教
師
か
ら
も
「
M
H

較
に
.
人
の
日
胃
袋
士
也
記
聞
さ
え
し
て

い
な
い
で
、
ど
て

p
uて
良
い
正
融
拍
童

が
で
き
よ
工
フ
吟
と
て
も
ふ
A
き
れ
な

い
」
と
白
戸
山
川
上
っ
た
ι

施
今
l

楠
助
広
九
二
O
闇
討
し
か
出
さ

ヰ
い
で
、
平
ん
な
晶
子
置
噛
食
を
し
ゐ
pt

撃
の
幅
白
開
票
の
申
心
に
あ
っ
一
士
重
己
主
壮
大
な
芯
み
で
あ
る
と
一
言
れ
以
上
白
置
い
へ
な
醒
史
的
護
竺

-mAさ
さ
れ
て
い
る
現
抗
、
と
て
も
と

た
毎
え
泊
は
、
十
七
世
紀
白
グ
ロ
チ
ロ
一
い
の
て
よ
い
で
し
ょ
う
.
一
も
つ
大
事
件
に
な
る
で
し
ょ
吉
@
栴
進
一
れ
だ
け
の
式
慣
腕
杓
白
輸
入
は
斗
司
前

文
以
来
白
「
企
揮
の
自
由
の
岨
則
」
で
一
-
一
宵
押
白
間
前
広
域
が
磐
記
さ
れ
れ
一
世
盟
、
賢
輔
自
輸
入
な
ζ
躍
沖
に
対
一
で
す
.
問
揺
れ
な
げ
れ
ば
、
そ
れ
だ

あ
り
宇
υ
十
、
公
幅
一
自
由
。
阻
則
の
下
一
ぽ
、
世
界
也
謹
白
三
分
自
一
が
地
開
開
一
ず
る
桂
存
車
白
古
い
田
本
に
と
っ
て
は
一
け
値
閏
も
高
く
な
る
。
ま
さ
に
産
主

に
、
回
京
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
な
一
に
よ
っ
て
囲
み
誉
あ
る
己
と
に
な
D
一
幅
#
法
時
世
界
の
ど
ζ
白
岡
よ
り
も
一
泊
白
E
W慣
が
迫
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し

ど
り
知
事
栂
芹
国
軍
は
、
材
陣
の
七
つ
一
匝
芹
法
問
周
立
し
土
地
骨
の
題
作
骨
問
一
喧
大
な
事
醐
聖
つ
け
る
己
と
に
な
り
ま
一
ょ
う
.

の
時
を
ま
た
に
か
げ
、
幅
軍
、
霊
な
一
は
+
九
品
草
案
巴
な
わ
れ
た
列
一
す
e

一
こ
の
ピ
ン
チ
、
ど
A
4
切
る
描
け
予

ど
に
室
ま
し
い
虫
剤
一
民

YF吊
げ
て
き
ま
一
曲
に
よ
る
ア
ア
』
方
分
間
に
阿
献
す
る

一

一

司
話
器
に
な
る
加
担
晴
ほ
と
の
よ

し
た
ー
し
か
し
、
塁
率
臨
時
間
開
一

-Ez-
-
-

-

-

j

一
う
に
し
ず
桶
う
か
咋
周
目
撃
室

長

室

、

著

者

壁

一

漁

獲

量

の

八

割

を

失

う

一

i
g
-
3きで
は
、

船
舶
か
ら
の
豪
華
。
拡
大
な
ど
に
一

i
l
i
-
-
-

号

一

世
偉
園
削
外
国
制
船
今
福
島
為
的
出
す

よ
M
U
、
間
開
白
多
〈
の
国
が
、
広
い
公
一
で
は
実
際
に
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
司
骨
は
件
間
白
出
昨
か
ら
-
H
刀
イ
リ
の
一
の
で
は
な
く
、
協
定
な
ど
役
相
ん
J
t
、

出
、
ま
い
需
の
主
去
最
曲
、
で
し
ょ
う

.
2
E去
の
窒
竺
姐
で
と
っ
て
い
る
の
で
す

.
E
B一
入
聖
認
め
る
と
い
一
フ
制
定
を
世
け
て

譲
弐
よ
り
広
い
恒
聞
で
開
み
込
一
は
「
寵
」
に
た
ょ
っ
で
き
た
己
と
は
、
一
掃
察
当
百
刀
イ
リ
在
日

rRれ
一
い
ま
す
・
と
れ
は
日
ー
の
よ

Z
L長

晶
、
出
山
福
田
富
岨
の
芸
嘩
埴
を
一
層
自
の
護
主
え
事
'A
げ
で
も
わ
か
一
時
己
の
水
掛
か
ら
は
百
点
舶
は
軒
一
胆
振
奏
曲
白
あ
る
凶
は
沿
岸
田
と

拡
K
し
ょ
予
と
い
う
H
J
え
方
一
実
智
L
一
り
ま
す
.
「
さ
し
を
「
開
柏
戸
万
一
色
さ
れ
る
こ
と
に
な
旦
事
る
と
一
二
閏
聞
で
制
定
案
。
、
己
れ
ま
て
白

な
っ
て
童
し
?
て
れ
が
士
重
一
芸
コ
」
世
え
れ
ば
管
が
あ
り
ま
主
連
伴
耐
震
の
全
服
用
警
告
告
が
竺
撃
義
忠
い
も
の
し
定
手
名
ら

の
問
均
三
百
崎
町
雲
水
域
町
与
え
一
ん
.
日
米
全
日
}
人
九
り
の
劃
特
士
一
わ
れ
、
肉
J

百
万
J
の
聞
に
官
、
乙

一

E
rつ
の
手
.
そ
の
pr町
に
は
入

力
で
す
.
出
陣
閉
会
A
は
、
己
の
十
二
一
ん
は
〈
皿
桜
島
足
一
一
一
十
五
グ
ク
ム
ま
そ
一
れ
だ
け
の
肉
斡
新
た
ι世
間
一
ず
る
場
合
一
加
料
を
的
時
凶
へ
先
払
い
し
、
わ
が
凶

認

師
、
ご
口
探
索
霊
ベ
l
ス
一
白
う
ち
約
十
分
は
記
長
η
て

い

る

京

事

宅

去

の

同

室

更

し

一

室

長

霊

桂

輪

車

色

、
ま
た

に
し
て
、
産
両
手
書
問
一
号
一
の
で
す
.
わ
が
聞
の
量
産
覧
二
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
誕
に
な
め
ま
一
相
手
国
と
合
弁
主
を
つ
く
只
梅
田

平
に
瓦
在
し
、
情
的
に

K雪
と
-
位
に
あ
り
ま
す
が
、
を
む
う
ち
の
的
平
一
す
.
も
ち
ろ
ん
H

世
界
虫
柚
尼
崎
d

が
-
利
持
母
骨
文
固
い
、
加
型
車
白
雲

Q-

“. 

山
め
る
の
は
町
買
と
な
り
ま
し
た
.
も
し
世
枠
世
晶

が
定
貯
し
た
坤
合
、
日
本
の
臨
船
は
酎
め
出
さ
れ
、

品
川
の
世
間
も
品
く
な
D
、
公
益
金
値
上
庁
主
じ

い
門
所
に
ま
た
ま
た
剖
哨
浄
器
け
を
う
で
す
.
7畑

に
と
吟
て
も
、
己
白
骨
幌
白
瓜
め
行
き
は
ー
さ
な
聞

、心
F
で
す
.

国

「サ
ァ
!
イ
ヌ

yν
ャ
イ」

か
け
声
高
く
朝
市
開
く

時
L
県
新
座
巾
で
は
地
司
而
防
白
と
一
の
で
、
野
巧
却
な
ど
相
川
量
聾
の
間
閣
を
ひ

栴
均
し
-
一
.
月
七
日
〈
同
)
岡
市
石
神
一
二
か
え
が
調
。
、
地
道
な
が
白
曲
。
て
白

の
朝
食
白
毒
は
や
は
皇
去
る
・
一
γ白
石
神
商
事
系
一
回
の
明
而
埋
ま
げ
つ
つ
あ
り
、
車
茸
問
動

力
一
フ
を
む
く
自
主
惜
し
い
よ
う
に
長
一
高
室
巴
ち
一
も
、
〈
ら
し
の
全
会
醤
同
ひ
さ
い

い
あ
が
巾
世
に
哲
れ
半
、
主
一
朝
七
時
電
話

-Eち
か
る
言
ん
〕
が
中
心
と
な
り
、
合
同
覇

者

問

、

2
2自の
軒
一
第
五
説
、
問
、
用
品
、
オ
季
一
釘
袋
、
貴
品
目
加
問

21y

み
に
合
せ
て
時
付
け
秒
じ
て
宣
言
・
一
ゃ
な
《
議
一
パ
イ
に
争
民
、
一
な
と
ほ
医
い
研
究
車
け
て
お
札

卵
え
つ
に
皆
、

認
さ
雲
主
・
八
時
に
は
向
一
千
人
以
上
旬

2で
一

定

耳

目

薬

zt市
内
白

よ
少
量
出
し
、
そ

2に
己
れ
ら
の
一
日
告
、
か
け
宮
崎
明
よ
〈
宙
空
一
各
自
色
L
呼
ぴ
か
げ
、
帽
広
い
同
酎

岬
誌
を
人
れ
て
一
口
に
ほ
お
ば
る
の
一
に
ひ
玄
担
っ
て
い
ま
し
ち
一
義
け
て
い
く
去
と
の
己
主
主

一
も
ま
し
い
も
の
で
雪
-
一
己
の
朝
市
議
鹿
市
白
、

E
E一
世
担
u
t刑
事
情
酌
が
芳
自
家

ド
イ
認
証
誌
に
と
っ
て
オ
1
三
一
寸
供
述
に
と
っ

E
Eた
思

い

出

一

護

法

遊

詩

集
、
裏
話
「
型
車
け
、
や
が
て
は
人
皇
輔

ヌ
l
(裂
き
は
持
管
い
宮
前
一
は
奈
良
ぬ
こ
と
の
二

JEて
、
一
需
に
こ
た
え
て
地
也
容
と
品
し
一
県
お
ら
れ
る
己
主
便
怒
ら
己

れ
を
判
げ
る
揮
し
い
-
目
で
あ
る
・
ォ
一
主
~
択
の
世
代
に
輯
と
さ
れ
て
い
る
一
合
い
の
望
聞
か
れ
毛
の
可
昨
年
一
の
朝
巾
認
は
て
い
く
と
の
こ
と
で
し

1
ス

干

潟

に

な

る

と

、

聞

に

は

さ

一

で

は

な

い

だ

ろ

長

一

一

一

一

十

一

月

か

ら

協

商

渉

最

担

主

視

し

た

も

た

.

ま
美
事
小
な
余
割
ハ
ョ
コ
レ
ー
ト

・
ア

メ

一

一

・
7
ん
チ
パ
Y
)
で
作
ら
れ
た
卵
と
屯
二

機

川

購

入

会

・

埜

三

一円

が
ム
々
の
目
聖
誕
し
ま
す
。
勿
掛
か
よ
と
一
「

O
I
l
i
-
-
1
1
1
1
L
一
圃

な
る
白
は
本
当
の
開
41
み
、
骨
、
買
一
車
京
都
交
頃
Y
X

の
掛
川
附
人
会
〈
公
一

圃

帯
色
y
り
も
弔
し
〈
同
め
b
れ
た
も
の
一
』
は
川
口
引
F
さ
ん
)
は
、
}
一一
月
八
日
一

圃

と
、
由
、
誕
の
陣
地
白
砂
一一世ダ
lλ
ず
一
午
仇
慌
て
時
か
ら
し

km同
信
ワ
!
ν
ス
ト
一

圃

つ
開
勺
て
い
く
人
も
多
く
み
か
け
る
。
一
シ
ン
に
お
い

τ郁
子
四
川
肱
全
一

圃

幅
跳
に
師
っ
豆
瓦
正
三
時
に
ゆ
官
た
一

F止
を

開

札

し

九

一

四

拠
地
の
卵
に
崎
揮
を
事
¥
時
に
は
け
一
何
季
世
白
川
豆
長
引
冗
喧
な
長
一
向

升
白
名
川

p-入
れ
て
向
竹
町
食

Z
T一
室
歪
附
に
み
せ
位
指
の
あ
と
、
岡
和
寸

張
ず
る
ち
ゃ
っ
か
り
坊
し
も
い
る
.
一
古
寸
年
哩
噌
主
唱
仏
、
合
計
且
吾
川
司
由
一

卵
白
中
時
ぞ
明
き
出
ず
の
も
相
の
時
一
を
纂
晶
ポ
出
し
品
志
一

く
な
る
利
市
"
の
}
つ
で
、
上
卜
に
小
dc
一
部
、

χ開口同布
、
間
担
、
耐
火
、
出
向
一

い
穴
童
四
け
、
噌
皿
に
中
時
ぞ
附
し
た
一
中
年
掴
晴
"
泊
予
骨
骨
野
の
引
用
車
R
e
z
m
u
一

卵
は
、
暫
L

櫨
旬
」
仕
上
げ
ら
れ
て
、

一
岡
山
昨
か
耐
き
、
古
山
A

し
ゃ
絡
会
秒
一
時
一

モ
ピ
i
ル
中
ち
ょ
っ
と
し
た
と
E
4
の
一
p
、
引
き
叫
い
て
新
年
書
調
会
尚
一

飾
り
に
つ
か
わ
れ
ゐ
.

一
捕

.

一

さ

τ
T
2
1円
相
、
子
供
比
三

誌

の

gq市
川
千
升
皆
、
竺

‘

ハ
Y
民
党
に
酎
き
た
に
人
必
ほ
、
喰
白
一
必
岬
先
当
、
引
車
制
乃
千
先
当
、
問
中
一

忠
臣
に
、
卵
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
日
一
世
実
正
、
川
柳
再
札
且
在
喜
一

っ
た
毛
聖
和
〈
し
て
酔
〈
.
日
が
さ
め
一
由
、
会
副
A
叫
の
H
本
稗
随
時
賀
、
一

た
子
似
埋
は
お
布
そ
う
と
う
セ
あ
る
.
一
昨
叫
、
尺
八
司
I
玄
哉
の
出
剖
で
院
や
，

あ
ち
ら
己
申
り
h
Hを
聞
か
し
て
袋
に
毘
て
引
に
V
A
I

寸
一
年
唯
一
白
ス
点
I
ト
を
跡
っ
一
“

め

て

昂

る

〈

.

す

べ

て

部

的

持

っ

た

肱

一

作

句

て

春
を
告
げ
る
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待
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校
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官

行

男

氏
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供
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ち
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百
九
日
に
は
、
白
金
的
碓
園
P
T
一
同
メ
ヅ
カ
ま

tpg白
人
々
が
、
ア
一
包
刊
削
に
揮
官
宍
ピ
ロ
ン
へ
“
世
一
お
手
配
い
む
行
っ
て
い
い
時
聞
か
ど
フ
の
官
く
ら
り
と
お
や
つ
を
貴
べ
、

会
「
向
酷
よ
子
ど
も
の
再
ら
し
専
一
干
白
神
葬
み
に
来
尋
問
記
事
一
昨
宅
吉
彦
一
つ
著
書
中
庇
一

2dえ
て
言
ん
な
さ
い
」
警
は
て
ラ
Y
主
主
管
出
じ
た
ま
ま
、
ゴ

る
雲
」
福
竜
普
人
白
母
親
竺
旦
バ
グ
(
沢
山
柏
木
〉
ダ
ッ
ド
は
一
回
、
パ
ベ
ル
由
蓄
を
見
学
す
る
.
一
つ
-
い
っ
て
中
し
ヨ
、
伊
4
時
間
と
ロ
ゴ

tfL7巣
地
い
も
停
申

出
席
、
抽
南
内
M
m
か
ら
も
代
車
が
牢
加
一
円
U
M
の
車
〉
白
量
官
あ
る
由
だ
っ
4
L
守
一
ハ
判
期
ユ
ホ
ス
コ
常
陸
瑚
咽
F
、
申
同
調
一
間
来
中
の
個
別
冷
血
買
さ
骨
て
い
〈
と
白

b
.
「お
'
1
M
m
芯
い
わ
ね
。
一
年
晴
に

し
ず
、
読
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
砲
一
己
主
D
一

時

間

申

パ

ス

「

お

ら

れ

一

生

甘

辛

苦

闘

さ

一

い

ま

す

.

な

っ

た

合

、

も

っ

と

お

兄

さ

ん

E

耳
1

理
花
白
タ
ホ
や
曙
び
か
け
を
薄
い
一

τユ
1
7ラ
吉
井
川
畔
に
楠
た
わ
る
-

t

一O
互
理
由
中
害
λ

〈
し
た
ら
ど
お
」
マ
マ
の
か
な
切
り
戸

海
軍
つ
げ
宍
色
と
り
と
b
の

5

1
1
i
l
l
i
t
-
-
j
e
l
l
i
-
-
-
-

一
「
入
学
式
か
b
一
今
月
ぐ
ら
い
き
が
と
立
予
。

船
千
闘
が
弔
存
の
大
型
に
揖
い
あ
が
っ

一

た
時
で
し
た
.
翌
日
四
時
間
判
宣
て
ま
た
ち
は
詫
て
い
る
め
子
.

て

い

っ

ち

一

2容
は
早
〈
、
を
う
て
ろ
欄

7・
f費
五

五

管

て

い

る

霊

聞

で

且

て

い

た

の

?
2ゴ
ロ
ゴ
ロ
も
ま

H
A
低
酎
酔
控
訴
晶
企
の
事
正
柏
取
次

一

宇
佐
の
入
学
式
を
尉
刷
に
し
て
子
供
た
ち
の
闘
車
間
特
色
中
へ
き
〈
ふ
〈
ら
ん
宍
ノ
1
ト
由
聞
か
白
紙
M
m
栴
ち

τ
な
い
と
あ
語
ら
め
て
、
を
れ
よ
り
吉
つ

事
で
は
、
誌
に
引
脱
ぐ
べ
き
主
化
週
一
で
い
る
と
と
で
し
ょ
う
@
璃
た
ち
崎
製
語
、
ヨ
ド
セ
ん
の
請
を
L

寸
あ
っ
」
と

E下
町
す
も
の
手
か
さ
と
桝
喝
を
さ
せ
る
こ
と
で
す
.

庄
烹
諸
々
寝
向
で
ま
た
ひ
と
つ
究
一
な
が
ら
、
つ
い
お
問
毛
先
制
だ
っ
た
寸
が
こ
ん
在
人
き
な
っ
て

b
『
何
よ
、
見
ぜ
て
」
与
っ

Eポ
伺
よ
り
ブ
昔
な
の
は
ぐ
子

2眠

う
己
と
に
な
る
.
し
か
し
多
〈
の
住
比

一

ケ
ァ
ト
ヘ
し
ま
勺
て
摘
と
し
て
見
ぜ
な
・

3
、
明
日
へ
世
瓦
聖
?
の
己
さ
な
い

一

L
H
Oを
新
た
に
し
、
ま
宍
小
申
位
で
う
い
芯
〈
や
っ
て
い
け
る
か
し
h
、
宇

白
連
帯
の
力
音
桔
聾
す
れ
ば
、
今
な
ら

一

い
ん
『
長
。
ほ
っ
て
お
け
ほ
よ
か
っ
た
巴
と
3τ
の
た
め
に
は
、
外
出
し
て
班
亜

ま
戸
商
に
合
フ
か
も
知
れ
な
い
白
滝
i

位
が
評
き
に
な
っ
て
ぐ
れ
る
か
し
向
と
不
弘
中
心
向
も
哩
じ
て
い
る
か
も
し
の
に
開
剖
に
出
さ
ぜ
た
b
、
す
一
フ
ス
回
〈
附
あ
よ
う
な
E
と
は
、
入
学
桂
一
角

れ
ま
せ
ん
.
胆
近
の
一
ナ
慌
た
ぢ
は
、
同
膏
問
中
的
脈
問
で
出
同
問
活
の
M
t
雌
が
友
込
の
名
削
刑
務
い
て
晶
っ
た
ん
で
同
ぜ
ら
い
は
な
る
べ
く
避
け
た
い
も
の

あ
D、
小
字
世
へ
入
吟

τ
b
fれ
ほ
P
市
き
も
せ
ず
、
す
ぐ
に
岬
ぴ
州
ぴ
と
宇
す
」
咋
は
て
年
内
ょ
に
な
ゐ
党
千
ち
ゃ
ん
布
目
、
暗
掃
が
出
か
っ
た
り
，
忘
れ
物
を

桂
川
泊
悲
し
を
つ
に

2233422心配
5
3
7
2慢
す

@

し

た

;

を

め

ん

に

刷

わ

れ

同

f

世
に
は
一
寸
棋
の
仏
H
が
あ
る
の
で

と
は
い
う
も
の
の
、
ζ
れ
だ
け
は
剖
を
つ
け
た
い

77m心制
問
あ
ゐ
の
ペ

3

市
副
担
い
ず
ぬ
も
の
で
は
な
い
己
と
が

れ
FAげ
で
も
刑
訴
が
悼
〈
て
宿
れ
て
い
わ
か
っ
た
と
、
間
山
さ
ん
は
a
吟
て
い

ま一す
a

ま
す
V
、

τれ
と
同
時
に
1

子
供
た
ち

O
今
ト
イ
レ
に
入
っ
て
い
い
p

位
、
己
ん
な
に
し
て
付
唖
曲
、
若

叫
枠
順
ー
と
出

ητ
、
均
点
、

qh山
、
ち
り
引
を
吋

322vk
宇
佐
に
劃

開
件
と
い

2
九
一
フ
に
回
噛
町
時
聞
が
訣
れ
ょ
っ
と
L
て
い
る
ん
だ
な
と
、
そ
の

っ
て
い
て
、
て
れ
ぞ
れ
が
体
み
時
間
で

mrAち
が
い
と
お
し
ミ
な
り
ま
す
.

昭和5J.隼3月 25日

広
が
る
康
対
包
訪
の
輸

の
、
品
し
い
み
E-と
晶
体
府
高
岡
吸
什
棋
に
私
は
だ
問
と
す
る
.
何
庖
と
な
〈

眺
め
玉
そ
も
、
聴
き
は
常
に
酢
期
日
又
道
広
f
れ
は
恐
怖
に
持
行
し

τ

ゆ
く
。し
収
レ
ば
昆
が
ヰ
く
な
る
の
も
、
己
の
恐
怖
が
刷
れ
ず
ど
る
た
め
か
も

レ
れ
な
い
.

白
骨
が
t
h
れ
る
何
両
年
も
削
か
ら
主
き
だ
い
て
、
し
か
も
白
丹
の
死
佐

も
な
句
史
き
つ
づ
け

τゐ
る
と
思
わ
れ
る
巨
掴
白
々
一
曲
が
、
私
に
は
ふ
乙

附
ろ
し
く
な
る
a

は
じ
め
ず
九
日
ん
戸
、
己
ろ
は
、
刷
物
白
神
地
に
J
h
別
立
日
開
れ
を
雨
び
た
や

う
に
唖
じ
た
が
、
ζ
の
E
ろ
で
は
暗
い
恐
怖
感
に
曹
は
れ
て
ゆ
く
。
そ
の

恐
怖
唖
に
押
仇
哀
れ
る
や
う
に
し
て
己
のU
買
い
迫
に
民
が
山
〈
の
は
、
開

々
と
し
和
続
杵
に
組
し
町
心
と
は
ど
E
か
逝
η
て
ゐ
る
。
〈
己
白

開
拓
昧
立
時
一
副
の
せ
い
だ
ら
--3か
・

V

部
会
の
な
か
に
!
Eん
な
奥
行
の
探
い
静
け
さ
が
晶
る
と
い
ふ
の
は
、

や
じ
る
副
代
の
号
制
と
い
ふ
も
の
か
も
し
れ
肉
、
と
私
は
心
が
柿
け
デ
A
W

〈
ゃ
う
#
」
1

{

和
世
訂
年
日
月
刊
よ
り
拍
車
〉

摘
し
ず
、
出
引
の
輸
を
広
め
て
い
る
.

舵

梓

桔

端

信

-

畳
間
の
瑚
刊
に
惟
の
並
木
崎
と
祢
ば
れ
る
、
恒
常
と
し
た
憎
い
相
が
畠

毛
並
木
時
は
杵
の
巾
宅
地
内
に
M
R
h
H
と
語
ぴ

zbる
.

私
が
よ
〈
附
辞
す
る
の
は
、
そ
の
珪
で
あ
る
.
人
通
り
は
臨
め
て
輔

だ
.事
い
ず
お
る
う
ち
に
、
し
ば
し
ば
封
が
字
、
な
る
.
並
木
曲
目
哩
は
晶

〈
、
そ
し
ず
設
い
。
組
白
林
が
、
照
〈
見
え
る
こ
と
刑
あ
る
。
屑
泊
月
が

出
く
比
百
ん
る
と
と
も
あ
る
。

樹
齢
宜
白
年
、
あ
る
い
は
を
れ
を
J
Mる
問
凶
如
、
林
の
中
で
思
わ
由

と
己
占
に
何
京
も
立
η
て
ゐ
る
。
巾
に
は
、
高
山
で
川
到
か
れ
た
ま
ま
の

枯
点
も
あ
る
.

よ
う
や
く
幹
に
臨
D
つ
き
な
が
ら
雌
夜
間
い
て
ゐ
る
、
時
紛
の
片
聞
白

よ
う
な
折
れ
仕
も
あ
る
。

柑
と
い
っ
て
も
4

ゼ
れ
ら
の
柑
て
は
、
す
で
に
障
制
引
を
組
め
た
よ
7

つな、

眠
し
い
古
い
幹
に
蝿
丹
し
て
い
る
.

朝
の
酔
に
辛
う
じ
て
回
り
っ
さ
、
到
の
十
へ
き
さ
に
迫
手
克
え
る
靴
々

もうすぐ一年生

明朗なる健康生活に・
高単位ピタミバ・ D吉有 保健栄養剤

新入学児のママのために

車
川
部
地
臥
白
金
h
五
T
H
「
目
立

一掛
学
博
物
館
仲
間
門
間
韓
両
開
」
は
、

一直
臨
軒
目
聞
鮮
冷
設
す
約
で
十
万
平
方

百
四
郎
、
権
一
白
髭
萩
。

一

回
聞
に
引
用
し
た
舶
晴
氏
の
到
喜

一草
さ
れ
て
い
る
椛
相
は
、
樹
齢
問
、
五

一百
年
の
巨
木
刑
判
二
百
宜
十
点
.

司
J

同一

拾
の
仙
由
刷
物
情
梧
が
八
一
口
明
あ
ま

R
M
一旬
、
開
山
が
約
百
圏
、
E
ん
出
却
は
、

一の
ず
王
自
摘
が
自
棋
の
調
和
宅
似
ち
な

ヂ

一

が
巽
を
て
い
る
.

ョ
Z
一

そ
四
月
H

白
金
M
R
信
N

と
い
わ
批

t

-一
揖
4
J
M
m
住
ん
だ
跡
地
由
一
部
で
、
舟
も

λ
f
一
回
内
に
残
る
千
肖
討
に
Rhb土
裂
は
思

一
b
〈
、
約
王
府
年
削
白
応
水
年
聞
に
揮

冒
背
一
か
れ
た
も
の
と
酷
定
さ
れ
「
班
訴
の
ふ

，
安
一

る
さ
と
、
部
内
予
噌
}
白
内
容
り
し
い

百

鮪
」
と
し
て
釈
υ
ま
れ
て
い
る
。

-Eご

田
和
二
十
四
笠
一
一
尺
聞
の
世
間
、

l
i
一
天
間
記
忠
駒
に
指
定
さ
れ
た
が
、
問
問

一世
官
圃
弁
じ
て
も
、
在
識
的
整
制

一
回
、
世
点
動
物
較
討
間
帯
、
教
相
白
敬

一一
四
圃
を
品
世
ず
る
ほ
か
、
円
晴
間
同
県

一内
、
イ
Y
セ
ク
タ
リ
ロ
ム
県
内
、
正
聞

学
講
座
帯
々
の
鞭
膏
盤
町
及
聖
書
L
刀
を

入
れ
、
型
肝
釘
と
り
吏
蹴
起
地
を
は
か

つ

τき
ちw.1 

笥'

子-

全とf簡 3唖郵便物自可}

と
こ
ろ
が
、
岡
和
三
十
九
年
の
軍
凧
一
持
を
制
官
胆
料
的
に
つ
く
旦
晶
げ
た
一

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
含
揖
に
、
道
路
置
世
帯
一
も
の
百
三
そ
の
土
地
で
は
も
っ
と
も
長
一

に
よ
る
内
情
借
掴
が
台
骨
に
嘩
む
。
一
定
し
、
公
許
な
ど
に
も
強
い
と
が
正
b
一

『
己
白
公
園
の
阿
刷
に
あ
る
、
京
周
一
れ
る
も
の
.
そ
の
粧
の
』
木
の
九
割
引
山
一

也
胞
と
再
出
h
る
地
昨
に
立
っ
と
、
間
一
在
日
抽
の
兆
離
舟
1
2
M
し
て
い
る
.

一

聞
な
〈
地
融
自
脊
削
胴
上
か
ら
降
っ
て
一
己
れ
は
先
づ
一
ー
が
枯
死
す
る
と
、一

く

る

.

一

宮

巾

に

読

む

去

、
明
る
い
と
一

一

一

守
地
担
レ
な
さ
い
」
》
予
河
出
向
に

畳
間
四
}
向
が
揖
り
鼎
さ
れ
、
林
よ
一
己
ろ
を
貯
ま
ぬ
描
申
古
は
、
軍
制
k
u
u
一
長
い
間
の
廷
闘
だ

一

一

，

EZいま
わ
す
よ
旦
よ
く
宮

り
高
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
市
↑
が
め
ぐ
ら
一
世
枯
れ
る
わ
け
.
一
中
4
盟
へ
昭
和
仔
は
二
一
月
八
日
か
b
一
と
の
こ
と
、
観
念
的
に
は
刑
い
同
に
向
一
ケ
ラ
ワ
ン
・
ジ
ヨ
リ
ス
全
宮
古
物

一

一

一

一

せ

て

朝

は

か

訟

を

持

っ

て

造

り

出

さ
れ
た
の
は
、

草

間
の
己
と
で
あ
一

-E
ろ
か
型
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
一
一
一
一

E
E一
遍
聞
に
き
た
一
勺
て
謀
議
品
、
そ
の
ム
認
に
き
一
き
で
、
議
は
も
と
よ
。
、
書

箱

し

、

同

つ

ず

き

ま

、
暗

号

車

D

号

室

主

ヒ

に

、
霊

議

室

一

ょ

っ

只

君

主

尺

商

品

盃

E
一
エ
ジ
プ
ト
と
、
巾

聞

は

吉

五

平

年

の

志

向

い

九

一

事

管

、

ベ

〆

ト

や

ま

匝

白

雪

、

一

一

一

一

聞

か

ず

に

ぺ

白

熱

に

」

ー

供

が

話

す

の

を

っ
て
い
る
・
そ
れ
は
大
空
温
姦
〈
一
が
、
支
持
へ
宜
保
護
世
に
も
と
一
要
義
守
主
努
が
き
史
一
出
迎
へ
の
干
タ
l
mき
い
た
パ
ス
一
地
球
世、

婦

人

白

ア

ク

事

千

葉

草

案

つ

画

い

て

や

る

@

ζ

れ

か

か
た
ち
で
公
園
町
臨
闘
を
え
ぐ
っ
て
い
一
す
安
静
亘
書
調
し
ち
一
を
引
き
つ
げ
る
g

世
づ
テ
ヘ
-
一
予
〈
イ
一
申
で
の
語
に
よ
る
と
、
己
主
は
富
一
室
町
ダ
イ
ヤ
モ

Y
Zエ
メ

ラ

ル

ド

一

部

引

を

早

〈

喜

に

な

れ

さ

宍

己

主

一

つ

ま

り

開

閉

陶

器

量

〈

西

一

-zgイス
7
5、

2
一は

7
2じ
壁

、
吉
本
一
ル
ピ
l
、
重

考

古

、

そ

れ

b

5

・

与

若

君

、
一
主
に
は

O
も

う

一

年

生

な

の

に

れ

か

8
5建
言

し

〈

幽

と
組
理
の
書
く
よ
う
に
、
自
一
塁
所
有
)
由
競
舎
の
喜
平
一
ッ
ド
、
パ
ピ
ロ
ン
、
ア
チ
永
、
カ
イ
ロ
一
の
一

eの
代
金
E
Y
4
8問
え
る
の
で
す
品
名
今
は
薬
品

E員
一

言

を

と

手

。

号

し

君

主

2宣
言

芝

方

桂

子

・

2釘
に
む
ち
て
渇
善
意
一
一
一
白
書
肘
〔
闘
志
君
)
に

7
妻

子

i
ル
、

2
3
2表
2
5
5
2さ
れ

て

い

ご

宿

場

雪

壁

一

言

ま

い

に

ZEE-U22聞で
、
新
し
い
括
喜
一
年
若
田
わ
な
い
可

E

2
2詩齢
十
八
夏
主
主
一
地
よ
十

瞬
、

T
陪
の
高
間
ホ
テ
一
コ
白
星
カ
ツ
パ
ド
宇
都
品
い
一
主
要
の
摘
に
、
定
っ
て
い
ゐ
の
は
一
に

E
3
4

一

立
与
」
「
袋
、
外
へ
宅
も
い
い
回
定
要

Eをみ
は
D
、
さ
ま
喜
竺
て
い
て
、
信
託
誌
宮
古
う
と
し

大

若

宮

前

一

一

千

審

議

し

た

と

一

ん

在

世

す

る

詰

一

gEJfaE刑事
一
大
半
オ
ン
ポ
ロ
車
刑
事
え
車
也
前
有
一

k
?スハ
Y
は

重

要

望

一

の

ま

」

伸

長

に

き

E、
暴

言

撃

に
な
っ
た
一
年
生
て
い
ま
す
・
盟
ま
は
、

2
i

Z
枯
れ
柔
が
出
昔
、
吉
一
ケ
所
一
巴
れ
患
っ
た
白
金
却
益
P
T
A
一
草
い
だ
っ
ち
八
日
曜
に
イ
ラ
ン
航
一
足
百
万
台
位
と
白
己
と
・
蓄
は
一
宣
伝
還
の
よ
う
な
国
交
八
島
一

い
ろ
い
ろ
先
告
聞
主
〈
字
削
い
主
自
家
る
と
、
そ
れ
己
主
タ
ク
え
て
、
そ
れ
童
守
っ
て
い
玉
り
た

あ
っ
弱
点
目
-
っ
か
致
、

f
E
R
E
-白
書

一

君

事

諮

っ

た

、

3時
間
一
六

五

妄

言

て

士

卒

聞

き

一

E
5
3
3
5一
言

い

な

あ

ま
す
二
妻
、

3の
時
間
か
な
・
引
に
な
っ
毛
で
き
ま
す
a

い
も
の
子
-

車
町
排
ガ
ス
ま
と
も
に
空
け
丈
悩
一
圃
薬
害
宣
告
」
事
盟
に
、
三
草
し
て
、
装
警
埼
へ
曹
い
た
一
還
に
人
る
と
い
う
民
主
役
、
一
壊
す
る
ほ
か
長
っ
ち
文
乙
あ

一
司
〈
学
誌
竺
週
間
ほ
P
予

言

『

情
摂
理
瓦
る
な
ど
の
重
富
市
句
一
化
庁
、
翼
民
需
産
へ
聞
情
と
が
、

E
接
交
替
る
己
主
叶
一
品
が
を
に
な
る
己
と
も
晶
一
る
由
・
一
方
!
ベ
ッ
ト
は
世
界
的
に
有
名
で
、
主
主
宰
世
で
も
、
一
年
症
は
個
室

-1
uza--主一
-i皐
li--喜一1liz-
-EFIEF-ぺ
iih
zi
i
i、
J

否
認
に
弱
い
替
は
孟
十
五
五
が
一
草
寺
D
モ

セ

一

は

ず

、
理
〈
に
見
正
義
嗣
エ
1
了
ポ
一
年
収
白
手
話
は
担
保
に
も
入
。
一
ち
普
い
た
異
議
の
豊
田
語
、一
世
昔
前
面
手
符
な
い
ま
す
・
喜

一一
九

日

交

通

世

田

真

に

、
主

宰

事

け

吋

E7
品
青
島

1
A
i
・
ト
イ
ン
一
干
博
士
は

中

高
室
盟
主
「
若
林
」
と
一
望
「
望
台
宗
教
育
園
等
る
一

la聞に
、

空

襲

警

一

て

い

夫

容

い

申

立

医

葉

集

一

震

と

色

、

建

白

っ

き

竜

一
事

量

で

韓

国

民

て

い

た

と

一

彦

事

事

暑

の

ま

ま

阻

ま

い

返

〈

九

棄

に

讃

五

自

長

宵

2な
こ
と
宍
社
会
一

長
話
番
揺
れ
玄
き
て
一
生
」
「
護
系
暴
言
車
一
?
受
信
号
?
一
品
く
つ
か
な
い
・
工
場
で
一
空
白
一
一
一
月
士
夏
、
手
グ
リ
ス
河
町
ほ
と

一
は

史

書

史

喜

率

い

ま

一

τ警あっ
て
し
ま
う
・

2易
い

要

性
に
よ
る
『
早

2
2吾
笠

宮

努

れ

て

こ

い
る
二
襲
」
と
は
、

泉
省

一
生

」

「

府

民

家

電

な

記

事

区

長

野

昨

日

一

ゴ

告

げ

現

時

一

い

れ

げ

万

灯

凡

な

一

告

訴

諮

問

い

れ

志

向

日

開

鉱

山

税

鉱

山

践

で

一

iき
て

い

き

…

一
も
、
主
管
は
た
き
い
聞
に
血

i
一
と
、
指
輪

iい
た
め
に
、
低
所
書
一
己
己
は
里
八
日
日
誌
こ
出
来
た
告
で
一
到
し
て
い
る
白
宣
る
と
、
予
一
2
fれ
罰
〈
解
放
曹
の
事
主
主
唖
と
す
上
げ
五
く
か
。
そ
れ
壊
さ
る
、
剛
造
的
立
た
〈

t
E沼田
吊

一

一

一

l

一

官

ーい

え

モ

る

だ

主

党

人

生

突

霊

祭

奪

と

震

が

震

に

わ

〈

.

そ

の

叢

は

v

一
ち
併
し
唖
内
へ
パ
ス
ポ
ー
ト
を
唱
め
一
は
、
遣
い
布
陣
な
而
カ
ら
油
開
し
て
い
一
品
る
が
、
パ
ザ
I
ん
へ
行
っ
て
且
た
と
一
だ
げ
官
一
年
庄
は
驚
異
由
同
軍
4
は
り
問

ー
し

同

品

一

一

一

一

Z

i特
に
軍
陣
冊
人
は
宝
庫
の
雑
事
、
も
な
手
と
る
.
』
国
民
と
研
さ
ん
の
唖
と
な
っ

τ中
川

一
に
斑
士
院
い
二
人
目
瞬
間
近
時
円
本
一
き
と
は
、
日
本
も
閉
じ
騒
な
祭
し
一
己

ジ
プ
ト
・
中
近
東
へ
の
旅

よ工.
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ただ今、 RF・1130・ RF・1150・ RF-1180・RF~1188お買いよげの方に進呈f

.期間昭和51年2月!日-4月20日

BCLヘッドホンで、
世界の電波をひとり占め
お待たせしまLた。鋭敏なクーガのIf.新登場。本格I(JBCLのため申DX探知
用.いわば聴昔話詩。音が無駄に拡がりません。 この経幸、そして.耳に伝わる

ソフトな感触。だから疲れませんaすで仁お気づきですね、片耳とも、うのカてBCL
ヘッドホンのよきな特長。この軽快色申えに、J，!i~ IiUワッチ{受信)に、全神経

を集中できるのですエ深夜のワッテt ここそ'という時の、ポリュームアップι習い
のままaヘッドホンで聴けばBCLの耳が肥える、とアドバンス・マニアの聞では
工Iわれτいま1".いま、その耳~，クーガからプνゼント.
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ナ
指

均
一
テ
誠

一一ン
広い

…一ア税

問一
口
ね一

目イ
議

一
'
』
E
E

・4
キ
シ

同一ジ諜
ヲーガなら、もちろんトロピヲワ'JW~ンドなども (1. 6-l9MHz) 受信可能

1.6-30MHz芳レカJト
トロピカル(熱帯)パンドも但ってみまLょう。パプア・ニューギニアな1:'1:、短記宜が

その国の国内向日放送帯。日本で聴りない民欽苦'!Ii.やトピックスfJ'，続々流討1て

いますb短波llH.6-30河台までフルカバ円hクーガなら狙えます。

海外放送は音楽の宝庫、いい音でおたのしみください

16cmスヒーヵ
たとえばVOAや且オー久トラリアは強力に入感しまれもL苛来 lti組主~，うんとボ~!J.%:ー泌

をあげτ〈だきも、低音の智弘肖立のすなおな伸ぴヨf。告が自慢でちク-71
なら本坊の音楽の!f{d昧を満喫できSのです'"16cm~プルレシ三ス巳~;;秒、出力

2.2W(EIAJ/DC).だから，'!lIとりがありますh短波色長後はやはり音、tいうクーが
の主張世、あなたの耳で.十分におたのしみいただ付るのです。

λ議官議

、のままに髪かたち。
ローJレフ。ラシと

へアードライセー、カーラーを

1台にま色めた
新しい美容器具

右買求的 l孟・・・右近〈の電気庭・テHート・クレジッげHートて・どう-t~

思し
、

本体色、は全郷τ・3色・1!プr;"/←-科目ー・〆イ・グリーン・h ラィ・7"JL--



突
然
の
訪
問
者
宇
一
専
務
理
事
の
今
井

一
し
て
し
ま
っ
た
の
は
申
訳
な
い
か

4
3
一る
。
乙
の
検
五
(
格
付
〉
を
受
け
る
か

氏、

検
賀
郡
長

gR氏
を
始
め
協
会
の
一
で
あ
る
。

一受
け
な
い
か
は
メ
ー
カ
ー
の
窓
思
に
ま

方
々
が
心
よ
く
迎
え
入
れ
て
下
さ
hu、
一
検
査
協
会
の
誕
生
一

一

か
さ
れ
て
お
D
、
そ
の
普
及
は
基
末
的

忽
が
し
い
お
仕
印
刷
の
般
中
に
も
か
か
わ
一
計
団
法
人
全
開
漬
物
検
託
協
会
が
生
一
に
は
J
A
S
マ
1
ク
に
よ
D
品
績
を
保

ら
ず
、
つ
け
も
の
と
J
A
S
マ
1
ク
の
一
ま
れ
た
の
は
四
十
八
年
五
月
、
そ
の
凶
一
挺
さ
れ
た
商
品
が
消
技
者
に
好
ま
れ
、

お
慨
し、

検
査
過
程
の
見
学
、
機
械
装
一
的
は
且往
生
物
つ
け
も
の
検
査
と
汲
認
、一

選
択
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
場
に
広

慌
の
細
部
に
わ
た
っ
て
説
明
し
て
下
さ
一
認
定
工
場
の
純
資
及
び
指
持
を
行
う
こ

一
が
っ
て
い
〈
ζ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る

る
協
会
の
方
々
長
し
て
い
る
う
ち
に一

と
に
よ
D
、
っ
け
物
の
品
質
。
警
と

一と
い
え
る
。

ζ
の
お
仕
事
に
打
込
ま
れ
て
い
る
情
熱
一
声
僻
の
維
持
空
港
官
、
っ
け
も

一

け

H
3
1
i
I
7
i

一

一

供

倍

恩

ル

且

相

変

ゆ
激
心
冷
鴻

代

以

憶

を

一

皇

室

な

発

展

と

一

般

若

者

一

1
、
J
A
S
2

湾

内

勺

鰯

組

鱒

鱒

醐

圃

一

の
保
管
寄
与
す
る
と
い
之
の
で
あ

一

J
A
S
t
iは
「
農
林
物
資
の
議
-

wmMVJぺ
機

種

灘

髄

一

る
。
そ
し
て
こ
の
検
査
(
格
付
)
は
、
一
化
及
ぴ
品
裏

一却
の
型
化
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事
が
も
の
た
り
な
い
と
い
う
、
つ
け
も
の

愛
好
者
が
多
い
が
、
そ
れ
だ
け
に
気
に
か

か
る
の
が
現
在
諸
方
面
で
問
題
に
な
っ
て

い
る
食
品
添
加
物
で
あ
る
。
つ
け
も
の
は

元
来
そ
の
地
方
・
地
方
に
保
存
食
と
し
て

発
達
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
近
頃
は
そ

の
種
類
も
多
く
、
ま
た
地
方
の
つ
け
も
の

が
容
易
に
手
に
入
る
よ
う
に
な
り
、
日
本

人
の
食
生
活
に
と
っ
て
切
離
す
と
と
が
で

昭和5~隼3 周25 目

き
な
い
だ
け
に
、
っ
け
物
の
検
査
機
関
が

あ
る
と
と
を
知
っ
て
、
さ
っ
そ
く
築
地
四

丁
目
の
社
団
法
人
全
国
漬
物
検
査
協
会
を

訪
れ
て
み
た
。
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厳
し
い
検
査
基
準

J
A
S
マ
ー
ク
を
付
し
て
阪
-パ
ず
る
と

と
が
で
き
ま
す
。

と
の
よ
う
に
J
A
S
格
付
げ
は
内
得

物
の
検
査
と
災
市
事
項
の
mmm泌
が
同
時

に
行
な
わ
れ
ま
す
。

ぢ
上

・
サ
ッ
カ
ジ
シ
検
査

司
下

・
J
A
S
マ
ー
ク
の
つ
け
ら
れ

る
過
程

購
入
の
指
針
に
利
用

食
品
添
加
物
の
有
無
な
ど

べ

伝
え
よ
う
ふ
る
さ
と
の
味11 
問

山

自然を豊かにし、くらしに夢をはこぶことが、人間の知恵、化学の使命

です。r-化学ずる必Jが資源を有効に利用し、ひとびとに、大地の恵みや、

装いの欽ぴをもたらし、快適なすまいをつく石のです。いわば、化学は

人間と自然との対話。住友化学はこの「化学ずる必」をもっとも大切に

します。化学カ夕、いつの世にも、人類の.明日を、人間社会の未来をきり

拓怜ていくと信bでいるからです。

本
ノ
ル
ガ
リ
ア
の
味
l

純
正
ヨ
ー
グ
ル
ト

結
婚
相
談
室
を
開
設

な
さ
り
た
い
方
、
開
設
指
糟
と
開
設
後
の
業
務
援
助
骨
銭
し
ま
す
。
少

資
氷
で
自
宅
で
も
出
来
、
人
々
の
お
役
に
立
つ
お
仕
事
で
す
。
側
役
即
日

京
結
婚
相
紋
所
協
広
E

に
加
照
出
来
ま
す
。
詳
細
は
商
談
で
、
そ
の
前
に
お

重
担
わ
さ
い
。
日
本
結
婚
相
談
所
協
会
々
侵
佐
官
四
舟
翁

東
京
都

北

反
赤
翌
亘
了
二
十
一
ニ
l
五

電

話

。
=」
(九

8
v一ニ
ニ
二
八

良
縁
を
お
求
め
の
方
も

御
相
談
下
さ
い
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.. 
ひだすらさわやか

明治 E翠圏

。 住友化学
=ド栓

券明治託業
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明治プノνガリアヨーグルトは甘味の

ないプレーンタイプですから、いる

いろなお糾理にご利用いただけますー

いろいろ工夫して思いがりないおい

しさを楽しんで〈ださい.

・フルーツ、ケーキにi添えて

・ジ守ムやハヰ、ーをかけて

.1勾・魚料理のつけあわせに

・ジュースや牛乳にミックスして

・スーフ三シチ品ーに


